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No.10

■マルボシルのメリットを教えてください（回答者数77・複数回答あり）
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豚に対してマルボシルを
お使いの先生に、マルボシルの
メリットについて伺いました。

　　　　　　　  の
「短い使用禁止期間」と「効果」について
多くの獣医師が高く評価しています。

短い使用禁止期間

効果

強い抗菌力

投与後の優れた組織移行性

製品濃度が2種類

迅速な吸収

マルボシル10％は投与量が
少なくてすむ

注射部位の組織変性の低減

動物専用抗菌剤

耐性菌を選択しにくい

コスト
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No.11

→ → →口腔 扁桃 血液 各組織*

マイコプラズマは「扁桃」から
全身組織への移行が可能です。

マイコプラズマは自身が産生するバイオフィルムによって環境中に長期生存すること
が報告されており1)、環境中のマイコプラズマも感染源のひとつとなります。

M. bovisを子牛に経口接種した際の主要な定着
部位は「扁桃」であることが報告されています。2)

また、マイコプラズマは、感染経路のひとつとし
て「扁桃から全身循環に入る」ことによって様々
な組織に移行します。

マルボフロキサシン2mg/kg筋肉内投与
3時間後における牛扁桃内の分布（n=2）

マルボフロキサシンの組織（血漿）内濃度（μg/mL(g)）

（鹿児島大学 帆保誠二教授との共同研究）

【参考文献】1）McAuliffe L et al., Microbiology 2006
　　　　　2）Fiona Maunsell et. al., PloS One Volume7 issue9 2012 

*肺、乳房、子宮、関節など
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●マイコプラズマの感染経路一例●

　　　　　　　  　  は

血漿中濃度の27倍が
扁桃内に分布します

飼槽、水槽中のマイコプラズマ

M. bovis




